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出会い 
 只野 未来 

 
10月に今年で16年目になる地元の祭りに参加しました。

私は「ギャル神輿」を担いで12年、そして3年前から指揮
を執らせていただいているのですが、約30人の担ぎ手をま
とめるのは容易なことではありません。楽しいことばかり
ではなく、葛藤や時には涙を流しながら運営を行ってきま
した。ただ、今年の祭りは特別な思いがありました。なぜ
なら昨年、毎年続けていた祭りに参加しませんでした。2012
年夏、私にとって特別な年で私自身が“出ない”と決めた
年でした。なので、今年は特に昨年の分も含めて「いい祭
りにしよう！」という思いがとても強い年でした。その証
拠にその日は台風が直撃する予定だったにも関わらず、昼
前にはすっかり雨も上がり晴天になりました。（奇跡！）そ
して今年の祭りもケガなく、無事終了した時の達成感は今
まで感じたことのないものでした。 
この「祭り」という行事に、下は小学1年生から上は80、

90歳のシニアの方までが一丸となって「成功」という目標
に向かって頑張るという姿を見られることが、長年祭りを
やっていて「やっててよかったなぁ」とつくづく思います。 
祭りだけではなく、この大阪土佐堀ワイズメンズクラブ

はもちろん地元で参加しているバレーボールチームも私か
らしたら30も40も50も上の方とともに活動を行っていま
す。時には意見の違い見識の違いでぶつかることもありま
すが、一緒にお話しをさせてもらったり、お酒を飲み交わ
したりしていると、私の知らないことがたくさんお話の中
にあったりして人生の勉強にもなりますし、日々お酒が強
くなります。色々な年齢層の方、色々な職種の方と知り合
えることは私の人生の中でとても価値のあることだと思っ
ています。 

To acknowledge the duty that accompanies every right 
 

 
 

日時：２０１３年１２月１７日（火）18：30～20：20 

会場：大阪キャッスルホテル（天満橋）（Tel:06-6942-2401） 

   大阪市中央区天満橋1-1 天満橋駅真上 

会費：５，０００円 

司会：林真矢メン 

担当：Ｃ班（岡野、北村、小坂井、小森、林、水口） 

１．開会宣言・点鐘           岩 田 晋 会 長 

２．ワイズソング            一 同 

３．ゲスト紹介             司 会 者 

４．聖句朗読・メッセージ       澁 谷 弘 祐 メ ン

５．入会式               福 島 眞 一 氏 

６．食前感謝             澁 谷 弘 祐 メ ン 

７．晩餐と歓談            一 同 

８．天満亭歯光氏による落語      天 満 亭 歯 光 氏 

９．ファンドオークション       岡 野 泰 和 メ ン 

 ＊使用済み切手・ﾌｧﾝﾄﾞｵｰｸｼｮﾝの品をお持ちください。 

10．ＹＭＣＡニュース            小路清一連絡主事 

11. インフォメーション               岩 原 義 則 書 記 

12. 誕生日・結婚記念日          岩 田 晋 会 長 

13. ニコニコ              司 会 者 

14. ＹＭＣＡの歌           一 同 

15. 閉会宣言・点鐘           岩 田 晋 会 長 
 

例会プログラム 12月 

１２月の強調テーマ 〈 EMC-M 〉 
MCのMはMembership。会議や奉仕の中にも「親睦」を大切にし、

メンバーひとりひとりが成長できるクラブの風土を育てていきま

しょう！      為国 光俊 EMC事業主任（京都パレス） 

●ク ラ ブ（主 題） “ Dare To Try, Dare To Change! ” 

                   「動けば変わる、何かが変わる！」                     岩田 晋 会長 

●国 際（主 題） “ Go Ye Into All The World ” 

「全ての世界に出て行こう」               Poul V. Thomsen（デンマーク） 

●ア ジ ア（主 題） “ Start Future Now ” 

            「未来をはじめよう、今すぐに」                 岡野 泰和（大阪土佐堀） 

●西日本区（主 題） “ Attend club meetings with a clear motive to make the most of them.” 

            「志をもって例会に参加し、学びの機会をもちましょう」    高瀬 稔彦（岩国みなみ) 

●中 西 部（主 題） 「ワイズの価値を見直そう」  
ワイズは何をするところ？「見える化」「わかる化」「いかす化」   塚 理（大阪茨木） 

「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。その名はインマヌエルと呼ばれる。」 

この名は「神は我々と共におられる」という意味である。 

マタイによる福音書 第1章23節 
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  例会報告 

永井 温子 

晩秋の急に冷え込んだ19日（火）、6時30分から11月例
会が行われました。冷え込みにもかかわらず10名のゲスト、
ビジターに出席いただき計 29 名の会になりました。講師は
大阪歴史博物館学芸員の飯田直樹氏で「大坂を襲った大津波
と先人の教訓」について話して頂きました。日本を襲う地震
には①プレート境界型地震（東日本大地震など）②内陸直下
型地震（阪神淡路大震災など）2 つのタイプがあるという事
です。プレート型地震は周期的にはいつ起こってもおかしく
ない時期にはきているようで、大阪の何箇所かに地震や津波
の碑が残っていて当時のことや教訓が彫られているのです
が、普段は忘れられていてなかなか周知されないようです。
まじめに地震、津波について考えておくことが大切でしょ
う。前々日の 17 日土佐堀大住農園で収穫された大根と蕪が
結構な量でゲスト、ビジターの方々につつましいお土産とし
てお持帰り頂きました。今回の結婚記念日は気候の良い 11
月だけあって四組、その中で坂本松男、冨子夫妻が 55 年を
迎えられました。いつもご一緒に出席されるお二人、これか
らもお元気で56,7,8,9,60年とお祝いできることを願ってお
ります。「ニコニコ」もいいメッセージとともにお気持ち沢
山頂きました。小路メン 
の名司会で珍しく時間通 
り終了、いい例会でした。 
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役員会報告 

岩原 義則 

日 時：2013年11月26日（火）18：30～21：00 
場 所：奥田事務所 
出席者：岩田会長、生地、岩原、奥田、岡野、小畠、北村ﾒ、

小森、工藤、小路、只野、丹吾、永井、牧口 
 
報告事項 
１．11月例会  
［11月19日（火）18:30〜20:20  大阪YMCA会館902号］ 
担当：Ｂ班（小畠、岩原、坂本、小路、永井、福永） 
 出席者：メンバー19名、メネット3名、コメット1名、
ゲスト4名、ビジター2名、メーキャップ1名、出席率
19/20＝95.0%  
内容：演題『大坂を襲った大津波と先人の教訓』 
ゲストスピーカー：大阪歴史博物館学芸員 飯田直樹氏 
ニコニコ:20,800円・トスファンド:14,400円/55,200円 

２．大阪クラブ創立85周年記念例会 土佐堀ｸﾗﾌﾞ 4名出席 
［11月2日（土）14:00〜17:00  大阪YMCA会館903号］ 
 パネルデイスカッション及び茶話・懇談会 
３．とさぼりカーニバル2013   土佐堀ｸﾗﾌﾞ 12名出席 
[11月3日（日・祝）11:00～16:00  大阪YMCA会館] 
土佐堀ｸﾗﾌﾞは海産物の物販および「受付」を担当 
「障がい者アート展」同時開催。併設し、物販販売 

４．65周年記念事業ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ    土佐堀ｸﾗﾌﾞ 13名出席 
［11月9日（土）12:00〜15:00  大阪YMCA会館610号］ 
 目的・テーマ・コンセプト、準備作業等 
５．中西部ＥＭＣシンポジウム   土佐堀ｸﾗﾌﾞ 8名出席 
［11月9日（土）16:00〜18:00  大阪YMCA会館302号］ 
目的：EMCの強力推進、新入会員同士の連携 

(1)西日本区EMC事業主査による基調講演 
(2)中西部EMCの現況説明（EMC推進チームの紹介と活動） 
(3)ｸﾗﾌﾞ会長ｱﾋﾟｰﾙ（新入会員･若手会員紹介、ｸﾗﾌﾞ EMC活動） 
＊ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ後、懇親会および特別ﾐｰﾃｨﾝｸ （゙若手主体）実施 
６．大住農園作業（大根・蕪の収穫、玉葱500株植付け） 
［11月17日（日）10:00〜12:30  土佐堀ｸﾗﾌﾞ 8名出席］ 
７．クリスマス献金拡大実行委員会 土佐堀ｸﾗﾌﾞ 2名出席 
[11月21日（木）18:30～20:00  大阪YMCA会館] 
 
協議事項 
１．12月例会  
［12月17日（火）18:30〜21:00、大阪ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ天満橋］ 
担当：Ｃ班（岡野、北村、小坂井、小森、林、水口） 
内容：天満亭歯光氏による落語、会費：5,000円 

２．12月第二例会（役員会、ブリテン委員会） 
［12月26日（木）18:30～21:00 奥田事務所］ 
３．2014-2015 会長選出の件 
４．ＥＭＣ活動  (1)入会候補者の再ﾘｽﾄｱｯﾌﾟ 
 (2)友人･知人を例会へ誘う (3)EMC勉強会 
５．土佐堀クラブホームページ改変について 
６．2014-2015次期国際会長、2014-2016国際議員選挙の件 
７．土佐堀YMCAクリスマス献金への協力のあり方について 
８．フィリピン台風30号被災地支援について 
９．ｸﾘｽﾏｽ ﾁｬﾘﾃｨｺﾝｻｰﾄ <東日本大震災復興支援> 
[12月6日（金）18:30～20:30 大阪YMCA 10階ﾁｬﾍﾟﾙ] 
10．大阪YMCA ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｽｸｰﾙ <クリスマス街頭募金> 
[12月3日（火）13:00～15:00 梅田スカイビル広場] 
内容：ｼﾞｬｽﾞｺｰﾗｽｸﾞﾙｰﾌﾟ｢ｻﾏﾝｻ｣ｺﾝｻｰﾄ 会費：1000円1drink 
11．中西部合同新年会  
[1月11日（土）15:00～18:00 ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱ大阪20階名庭] 
内容：ﾓﾝｺﾞﾙ民族音楽「草原の風の調べ」、会費：8,000円 
12．1月第二例会（役員会、ブリテン委員会） 
［1月21日（火）18:30～21:00 奥田事務所］ 
13．65周年記念事業委員会  
［1月28日（火）18:30～21:00 大阪YMCA会館］ 
 

11 月 

中西部EMCシンポジウム参加報告 
11月9日中西部ＥＭＣシンポジウムに参加しました。西日

本区ＥＭＣ事業主任の爲国光俊氏による基調講演「ビジョン
を持とう、楽しいクラブに人は集まる」。ＥＭＣに大切なこ
とは、５年後・10年後のクラブを創造してクラブ独自のビジ
ョンを作ること。そのために、ワイズの価値やＹＭＣＡへの
理解を共有すること、人材育成には若いメンバーから「あん
な人になりたい！」と言われるような行動を見せることでベ
テランの方が貢献することができると話されました。「元気
で楽しいクラブ＝親睦×個性の違う人たちの集まり」なので
人が多い方が面白いし楽しい！とも語られました。クラブ会
長によるアピールタイムでは、各クラブの頑張りが発表さ
れ、土佐堀クラブは６名を紹介しました。最後に工藤中西部
ＥＭＣ推進チーム委員長より「クラブへ持ち帰り、クラブ内
でＥＭＣの話をする」との提案がありました。参加されたメ
ンバーから折にふれてお話しましょう。特別ミーティング
「中西部長を囲んで若手・新入会員の連携を深めよう！」に
は６クラブからのメンバーと爲国氏の 12 名が参加。今後の
連携に向けて今回参加できなかった若手＆これから入会さ
れる方々も加えての第２回を企画中です！ （丹吾礼記） 
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シリーズ「私と海外」⑤（会員リレーエッセイ） 

がんばれフィリピン！ 

岡野 泰和 

今年の8月フィリピン・マニラにて第25回アジア地域大
会が開催された折、土佐堀クラブからは奥田メン、小坂井メ
ン、小森メン、私の妻と娘とともに参加しました。大会では
多くの国の方々とともに地元フィリピン区のワイズメンと
そのご家族との交流を楽しむことができました。 
その大会が終わって間もなく、マニラをはじめフィリピン

の各地で台風による大きな災害が発生しました。またその後
地震による被害も出ました。そして11月8日これまでで最
大級の台風 30 号（国際名：ハイエン）による甚大な被害が
もたらされました。死者・行方不明者は 5 千人を超え、400
万人を超える人たちが避難生活を強いられています。フィリ
ピンは度重なる台風による被害で大変な状況にあります。 
セブYMCAをはじめとする現地の各YMCAが支援センターとな
り、いち早く被災者支援の活動をはじめています。またマニ
ラダウンタウンクラブ、RAHA フィリピンクラブを中心にワ
イズメンズクラブも支援活動を実施しています。 

大阪YMCA 

フィリピン台風30号被災地支援 

緊急支援募金のお願い 
 

11 月 8日、台風30号の直撃を受けたフィリピン中部のビサ

ヤ諸島では、犠牲者が1000人超になるとみられています。特に、

レイテ島の中心都市タクロバン市では、暴風雨と高潮に見舞わ

れ、住宅が濁流にさらわれるなど、甚大な被害に遭っています。

報道によると、フィリピン全体で約950万人以上が被災し、約

50万人以上が避難所などに避難しています。 

これに対し、アジア太平洋YMCA同盟・フィリピンYMCA同盟

より世界のYMCAに対し、緊急募金の呼びかけがなされました。

セブYMCA（セブ島）やイロイロYMCA(パナイ島）など被災地に

あるYMCAによる支援活動を支えます。 

 ＹＭＣＡの連帯によってこの未曾有の困難に向かうことを誓

い、一日も早い安全の確保と復旧のために、力を合わせてまい

りたいと存じます。 

皆様の尊いご支援とご協力をお願い申し上げます。 

 

大阪Y M C A   総主事 末岡祥弘       

報道ではタクロバンの被害が大きく伝えられていますが、
他にも多くの場所で甚大な被害があり、フィリピンYMCA同盟
を中心にアジア太平洋 YMCA 同盟を通して各地で支援活動を
継続していく必要があります。今回の災害は東日本大震災と
同じような大きな規模であり、長期的な支援が求められます。
ぜひフィリピンのワイズの仲間を覚え、彼らの活動を日本か
らも支援(上記緊急支援募金)していきたいと思います。 

 
写真右：RAHAクラ 
ブが運営する消防署 
を8月に訪問。 
日本製の消防車を背に 
消防隊長(右)と筆者 
 
 
 
 
                写真左：支援物資を満載 
                し被災地へ向けて消防署 

を出発するRAHAチーム      
約二日間かけて被災地へ
行き支援物資の配布を 

                行った。 

＜目標募金額＞  100 万円 

＜募金使途＞ 

緊急支援として：  

食料、飲料水、衣料品、毛布、医薬品など緊急支援物資を

被災者へ配布。被災地域から避難してきた人々への緊急避

難所提供やその他支援活動。 

中長期的支援として：  

被災者した人々への職業訓練などの復興支援（予定） 

※各ＹＭＣＡ・ワイズメンズクラブ・一般から寄せられた

募金は、公益財団法人日本ＹＭＣＡ同盟を通してアジア・

太平洋ＹＭＣＡ同盟に送金され、世界中から寄せられる募

金とともにフィリピンＹＭＣＡの活動に用いられます。 

 
☆お近くのＹＭＣＡ又は下記銀行口座へご送金ください。 
  三菱東京UFJ銀行 大阪為替集中支店  

普通預金 No.0230070 

＜名義＞公益財団法人大阪ＹＭＣＡ  

《ｶﾅ：ｻﾞｲ)ｵｵｻｶﾜｲｴﾑｼｰｴｰ》 

（＊通信欄に「フィリピン支援」と明記ください） 
 
公益財団法人大阪YMCA  担当：藤岡・田宮・美濃出 

TEL : 06-6441-0894 FAX : 06-6445-0297 
 

 

 
 

各 

ＹＭＣＡ 

 

大阪 

ＹＭＣＡ 

日本 

ＹＭＣＡ 

同盟 

アジア 

･太平洋 

ＹＭＣＡ 

同盟 

フィリピン

ＹＭＣＡ 

同盟 

 

●募金期間 2013 年 11 月 13 日（水）～2014 年 1 月 15 日（水） 
 

 
 

 

 



 

 

11月例会出席者数 
メンバー   19 名 

メネット    3 名 

コメット    1 名 

ビジター    2 名 

ゲ ス ト      4 名 

出席者合計  29 名 

11月例会出席率 
会員例会出席者 19 名 

メーキャップ  0 名 

合  計   19 名 

現会員数   22 名 

出席率対象数 20 名 

出 席 率    95.0％ 

Ｂ Ｆ 
切 手    0 pt 

現 金    0 pt 

 

 

                 

今期合計    0pt 

ニコニコ 
11月分   20,800円 

 

 

 

 

今期合計  60,570円 

TOSファンド 
11月分    14,400円 

今期累計   55,200 円 

 

 

 

残高合計  1,251,844円 
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■クリスマスチャリティーロビーコンサート 
日時：１２月 ６日（火）１８：３０～ 
場所：大阪ＹＭＣＡ会館１０Ｆチャペル 
内容：ｼﾞｬｽﾞｺｰﾗｽｸﾞﾙｰﾌﾟ｢ｻﾏﾝｻ｣ｺﾝｻｰﾄ 会費：1000円1drink 

 
■第２４８回大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会 
日時：１２月２０日（金） ７：３０～ ８：３０ 
場所：大阪ＹＭＣＡ会館 １０Ｆチャペル 

証し：小笠原 純 牧師（日本基督教団高槻日吉台教会） 
 
■クリスマス献金 
日時：２０１３年１１月 ３日～２０１４年 ２月末 
場所：大阪YMCA会館１Ｆロビー 

内容：共に生きる社会の実現を願い、献金を用いて様々

な活動を行っています。皆様ご協力ください。 
 

ＹＭＣＡニュース 

＜今月の題字写真＞ ボンザマーガレット 苗の購入時
は直径7～8CM、1ヶ月後には直径20CM、12月一杯は大
きく育ち直径30CM位になると予想されます。うまく育て
ると越冬し来年も花が咲きます。 （撮影：奥田時夫） 

2日 北村 京子      11日 坂本 松男 
12日 只野 未来      18日 生地 絹江 

▽ １２月の予定 

▽ １月の予定 

▽ １２月のお誕生日 

11日(土)中西部合同新年会(15:00～)   ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱ20F 
21日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 
21日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 
28日(火)65周年記念実行委員会(18：30～) 大阪YMCA会館 
610 

6日(金)ﾁｬﾘﾃｨｰﾛﾋﾞｰｺﾝｻｰﾄ(18:30～)  大阪YMCA10F ﾁｬﾍﾟﾙ 

17日(火)クラブクリスマス例会(18:30～) ｷｬｯｽﾙﾎﾃﾙ天満橋 
26日(木)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 
26日(木)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

▽ １２月の結婚記念日 

なし 

とさぼりカーニバル参加報告 
11月3日、それほど晴天ではなく、まだ暑いなか、とさぼ

りカーニバルに子供とともに参加しました。前回参加時と同
じく、全部売り切るぞ！と（子供が特に）張り切っておりま
した。さて、今回の商品は、干しうるめ、サケ切り身、しら
す干しの海産物でありました。価格は１つ３００円、２つで
５００円。小銭があまり出ず、かつ、お客様にとってもメリ
ットある絶妙な料金体系の下、子供を店番の目立つところに
備え、準備万端でのぞみました。小４となるとなかなか役立
つのです。 
 私のミッションは、基本、店番と子供の監視でしたので、
あまり色々回ることはできませんでしたが、ちょうど、入り
口近くでありましたので、お客さんの出入りもよく分かりま
した。子供連れも、見知った人も多く、いつもながらの盛況
となったとおもいます。海産物販売のほうは、クーラーボッ
クスを用意しておくとよかったという反省はありましたが、
結果的には全てが開催終了を待たずして売り切れました。 
 確保しておいたサケを夕食に、また、やるぞ！っと子供が
決意を新たにしていました。結果がともなうとやる気もでる
ものです。また、土佐堀メンバーはメネット販売にも協力し
ました。幻のクリームパンなどの販売と絵画の展示販売でし 

たが展示の仕方など次回は 
見習おうとおもいました。 
（写真で違いがわかります） 
ちなみに幻は、私がいったと 
きはすでに売り切れ、やはり 
幻となったのでした。 

（岩原義則記） 

 

大住畑 収穫祭 
11月 17日(日)、寒さが一段落の中、クラブメンバーメネ

ット8名で大住畑に集合。大根とかぶら、大きい物もあれば
小さい物あり、数百個の収穫。クラブに持ち帰り、大変だな
と思いながら各自手分けして例会当日持参する。収穫の後、
今度は玉葱の植え付け。畑を皆で耕す。初夏の収穫が楽しみ
だ。                  （小森三省記） 

  

12月例会スピーカー紹介 
露の団四郎師匠に師事を受けられた天満亭歯光（本名：近
藤逸亮）氏に落語をお願いしております。近藤逸亮氏は天
満橋にて歯科医院を開業されています。 
 


